第５部会（都市整備）第５回部会概要

日　時：平成１９年５月１４日（月）午後６時４０分～午後９時１０分
出席者：小笠原春一、平井雅浩、伊奈裕貴、藤田隆、和田浩一
（事　務　局）　企画Ｇ 五島主幹、山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹、福地主査
議　題：景観条例、緑化条例に関する勉強会
【内　容】
１．緑化条例及び景観条例に関する説明
　　①緑化条例策定の目的、背景等を配付資料により説明

　　②景観を取りまく現状とその具体的な手法を配付資料により説明
　２．条例策定作業に対する部会としての関わりについて（部会長発議）
　　第５部会は都市整備部や都市計画が所管する事務に関して論議する場である

が、条例策定に関して部会としてどの様に係わればいいのか方向性を定めたい。
３．委員の意見等

　　・部会として取り組むべき。緑化や景観条例に深く関わり合いのある条例が外に
あると思う。それらとの一本化を考えてはどうか、更にもっと発展させて、まち
づくりに関する全ての条例を一本化することにより市民に解りやすくなるのではないか。
　　・二つの条例づくりは大切なことであり必要である。５０年後１００年後にこの
まちが住みよくなり、住んでみたいまちになるように、例えば小樽市、函館市、倉敷市などでは、住んでいた当時は気付かなかったものが後世残れば重要・貴重（歴史的建造物などまちの財産として）なものになっていることからも、遠い将来を見越した考えが必要である。
地域を限定し、モデル地区を指定し集中投資するのも策だ。地域限定として、中登別町の桜並木がある。桜並木にあった建築規制などの景観規制が考えられる。市民同意に向けては、市民コンペや指定地区の公募が考えられる。

また、山林を切り崩し開発行為などにより緑が減ってきている中、CO2削減や温暖化問題などの環境対策として緑化は必要だ。
　　・条例は重要なことであり作るべきであるが、作業には膨大な時間が必要になる

と思う。大項目（骨子）を事務局から提案してもらい、部会で議論する方法がい

いのではないか。
○部会の関わりに関しての結論
　　・部会として取り組むことで運営委員会に提案したい。
　　・部会で取り組むとした場合には、二つの条例は関連が深いので並行して作業を
行う。策定作業には専門的な知識が必要であるため、他の団体（緑化推進協議会など）と共同で進める必要がある。
　　○事務局への依頼事項

　　　・条例制定までのスケジュールを提案

　　　・部会に委員以外の人の参加が規約上どうなのか確認
４．次回開催日について

・開催日は６月４日（月）午後６時から行う。
